































































































































































































































































































































『カトリック大辭典 　Ⅰ』 （一九四〇年、二九七頁）には「掟」の項目のⅠとして〔天主の十誡〕を挙げる。現在、日本のカトリック教会では「十戒」 （じっかい）と言う。
（十）
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  従って、 「幾何」と う語には「幾何学」という意味は毛頭込められていなかったけれども、アリストテレスの『カテゴリー論』十個のカテゴリーの一つである 哲学 量のカテゴリーが意図され いた である。何故ならば、… はクラヴィウスによって量を扱う（
de quantitate agitur ）学として考えられ

































































  『西学凡』の「自立者」は岩波『アリストテレス全集』１所収の『カテゴリー論』の「実体」に、 「幾何」は「量」に、 「相接」は「関係」に、 「何狀」は「質」に、 「作爲」は「能動 抵受 受動 に、












































限定を受けない延長の存在が認められない以上、延長を伴わない量の存在もまた認められるも ではない。また、量とは延長な もの 基体（









logica （三一頁） 、 「費西加」
physica （三四頁） 、 「黙達費西加」
m
etaphysica （三六頁） 、 「馬得馬第加」
m
athem








































































この構図はリッチの「譯『幾何原本』引」にも共通するところであった。ただ「譯『幾何原本』引」では四家を「算法家」 、 「量法家」 、 「律呂樂家」 、「天文歷家」というふうに、後者の二家に関しては別の呼称を用いているまでのことである （台湾学生書局本 『天學初函』 （四） 譯幾何原本引」 、一葉裏。一九三〇頁） 。
 
 
































































































































































































































































の中で、 「曰原本者、明幾何之所以然、凡爲其説者、無不由此出也。 」 （台湾学生書局本の『天學初函』 （四） 「譯幾何原本引」 、四葉表。一九三五頁）とあるように、 「原本」とは「所以然 を明確にするもの、すなわちものの本質を提示するものである。それゆえ「原本」は
elem
enta の
ような構成要素とは異なるから、 「原論」 、 「原理」と訳してみてはどうだろうか。
 










































































































































































































































（十三）原文は「罪種」 三葉裏） 。 『望月仏教大辞典』 （世界聖典刊行協会）
には、 「罪」が最初に位置する語として、 「罪悪」 「罪過」 罪僭」 「罪



























































































著、三笠宮崇仁訳 『聖書年代 』 （
H



































































華對摩西説、你上山到我這裏來住在這裏 我要將石版、並我所冩的律法、和誡命、賜給你 使你可以教訓百姓。 」となっている。ラテン語の
 





































一の二、第一〇〇問五項） 、忠誠畏敬奉仕の三務 宣べ ゐ 」 （ 「掟」一．天主の十誡、冨山房『カトリック大辭典』Ⅰ、 九四〇年、二九八頁）とあるとおりである。
（十九）原文は「教人以心言行和睦同類、不害其身名財等爲操柄、 推廣

















（二十）原文は「蓋 　天主之教以仁爲本。用此二愛、乃爲克盡耳。 」 （十三葉



































































される。ヴァニョーニは十戒の逐条的な説明の前に十戒の原理と呼べるものを記した。その 原理の説明にリッチと同様に「原本」という語を用いたところに、十戒が天主教の教義体系の中で極めて重要な位置を占めるも であるというヴァニョーニの理解が窺い知られる。  「十誡原本」は一葉分でしかないが、その内容は葉数では測ることは出来ない。重要な点は四つほどあ 。一つめはアダムが罪を犯した結果、原罪が代々人に伝わって、人 道徳能力が弱められたと述べたことである。宋学流に気質の性を克服して本然の性に回帰することによって十全な道徳能力を回復するというわけには行かないのである。道徳能力の向上は先祖から伝わって来た罪を克服する以外に方法はないのである。この罪は歴史性と社会性を有するものであり、因果応報 個人 次元に終始する仏教的な罪 観念と まったく異なる。キリスト教の場合歴史の或る一点で一人の人間が罪を犯した結果、それ以降、将来にわたって世界中の人間が罪を受け継ぐことになったと捉えるからであ 。歴史性と社会性を有 罪の観念は明末中国の知識人にとって初めて耳にするものであっ 。こ キリスト教の罪の観念を明末 知識人に知らしめよう 努力ころに「十誡原本」の意味がある。  二つめは原罪の結果、人に死がもたらされたとキリスト教は










































































の天主教の教義をいかに明末中国の知識人 思想世界に落着場所を見出そうかと努力したヴァニョーニ 苦心の 索の跡が垣間見られるのである。 
ギリシア語に関してはボン大学にてかつて滝沢克己と共に学
び、バルトの講筵に列せられた故望月光神父様より御恵贈 あずかった
G
reek-English Lexicon  （
com
p. by H
. G
. Liddell D
. D
., 
O
xford ）にお世話になった。天上の望月神父様に謝意を表する
次第である。また聖書年代学 つきわたくしの拙い質問にてい
ねいにお答えくださった神言神学院の教皇庁認可神学部図書館長のオズワルド
 O
svaldo C
avallar S.V.D
. 神父様と図書閲覧に
際し親切に対応してくださった職員の伊藤公子さんに心より感謝致します。最後に西洋精神の歴史的精髄を窺い知るべくアザールの本を読むようにお勧めくださった東京大学名誉教授岡本さえ先生にお礼申し上げます（続） 。
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